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す
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す
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○
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す
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条
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施
行
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一
部
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改
正
す
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規
則
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す
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す
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す
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す
る
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同
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○
職
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管
理
職
員
特
別
勤
務
手
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す
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則
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一
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す
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す
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す
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京
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す
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正
す
る
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則
…
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…（
同
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○
東
京
都
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政
会
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び
管
理
に
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す
る
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行
規
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す
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…
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料
の
特
別
調
整
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関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
制
度
企
画
課
）…
��

○
地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
の

一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

規

則
（
人
）

○
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
��

規

則
（
公
）

○
つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
援
助
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

通

達

○
「
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
運
用
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
人
事
委
員
会
）…
��

○
「
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
運
用
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

規

則

職
員
の
大
学
院
派
遣
研
修
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
十
六
号

職
員
の
大
学
院
派
遣
研
修
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

職
員
の
大
学
院
派
遣
研
修
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
東
京
都
規
則
第
二

百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、
「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
行
政

執
行
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
五
十
五
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
三
号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
八

十
一
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第

二
十
八
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
七
第
一
項
」
に
改

め
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
号
及
び
第
三
号
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
十
七
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二

項
」
を
「
第
六
条
第
十
項
及
び
第
六
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改

め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
二
中
「（

注
１
）
地
方
公
務
員
法
第
２８条

の
５
に
基
づ
く
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
（
以
下
単
に
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

」
を
「（

注
）
地
方
公
務
員
法
第
２２条

の
４
第
１
項
に
基
づ
く
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

」
に
改
め
、

（注２）
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
第
一
条
の
三
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別

記
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
十
八
号

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
次
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
の
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得

た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円

未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
」
と
す
る
。

別
表
イ
の
表
福
祉
保
健
局
の
部
障
害
者
施
策
推
進
部
施
設
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

都
立
病
院
支
援
部
法
人
調
整

課

１

精
神
科
病
棟
、
精
神
医
療
の
専
門
病
院
の

病
棟
又
は
脳
・
神
経
難
病
医
療
の
専
門
病
院

の
病
棟
に
お
い
て
、
昼
夜
を
通
し
、
患
者
の

看
護
又
は
保
育
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

本
務
と
す
る
看
護
師
及
び
福
祉
（
総
務
局
長

が
指
定
す
る
者
に
限
る
。
）

２

精
神
医
療
の
専
門
病
院
又
は
脳
・
神
経
難

病
医
療
の
専
門
病
院
に
お
い
て
、
患
者
の
看

護
等
の
た
め
、
深
夜
に
わ
た
る
勤
務
を
常
例

と
す
る
看
護
長
（
総
務
局
長
が
指
定
す
る
者

に
限
る
。
）

３

神
経
科
病
棟
に
お
い
て
、
昼
夜
を
通
し
、

患
者
の
看
護
又
は
精
神
科
救
急
医
療
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る
看
護
師
（
総

務
局
長
が
指
定
す
る
者
に
限
る
。
）

四
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１

病
棟
に
お
い
て
、
昼
夜
を
通
し
、
患
者
の

看
護
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す

る
保
健
師
、
助
産
師
及
び
看
護
師
（
区
分
四

の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）

２

患
者
の
看
護
等
の
た
め
、
深
夜
に
わ
た
る

勤
務
を
常
例
と
す
る
看
護
長
（
区
分
四
の
適

用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）

３

手
術
室
に
お
い
て
、
患
者
の
手
術
の
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
し
、
深
夜
に
わ

た
る
勤
務
を
常
例
と
す
る
看
護
師
（
総
務
局

長
が
指
定
す
る
者
に
限
る
。
）

４

救
急
室
に
お
い
て
、
救
急
医
療
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
を
本
務
と
し
、
深
夜
に
わ
た
る

勤
務
を
常
例
と
す
る
看
護
師
（
総
務
局
長
が

指
定
す
る
者
に
限
る
。
）

二

１

手
術
室
に
お
い
て
、
患
者
の
手
術
の
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
し
、
深
夜
に
わ

た
る
勤
務
を
常
例
と
す
る
看
護
師
（
総
務
局

長
が
指
定
す
る
者
に
限
る
。
）

２

救
急
医
療
業
務
に
従
事
す
る
た
め
深
夜
に

わ
た
る
勤
務
を
常
例
と
す
る
保
健
師
、
助
産

師
及
び
看
護
師
（
総
務
局
長
が
指
定
す
る
者

に
限
る
。
）

一

別
表
イ
の
表
病
院
経
営
本
部
の
項
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
二
項
及
び
附
則
第
二

項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
職
員
と
み
な
す
。

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
十
九
号

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
東
京
都
規
則
第
五
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
四
十
三
条
の
八
」
を
「
第
四
十
三
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
第
六
号
及
び
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
六
号
と
し
、
第
九
号
及
び
第
十
号
を

削
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
⑸
」
を
「
⑶
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四

号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
一
号
を
削
る
。

附
則
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
病
院
経
営
本
部
」
を
削
り
、
「
治
療
、
看
護
」
を
「
検
体
採
取
、
移

送
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
病
院
経
営
本
部
」
を
削
る
。

別
表
１
の
部
⑸
の
項
中
「
福
祉
保
健
局
又
は
病
院
経
営
本
部
」
を
「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は
府

中
療
育
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
「
（
監
察
医
務
院
に
所
属
す
る
医
師
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
部
⑹

の
項
中
「
都
立
病
院
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
医
療
施
設
若
し
く
は
入
所
施
設
」
を
「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ

ー
又
は
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
表
３
の
部
⑴
の
項
中
「
都
立
病
院
、
」
を
削
り
、
「
治
療
、

看
護
」
を
「
検
体
採
取
、
移
送
」
に
改
め
、
同
部
中
⑵
の
項
及
び
⑶
の
項
を
削
り
、
⑷
の
項
を
⑵
の
項

と
し
、
⑸
の
項
を
⑶
の
項
と
し
、
同
表
４
の
部
中
⑴
の
項
を
削
り
、
⑵
の
項
を
⑴
の
項
と
し
、
⑶
の
項

を
⑵
の
項
と
し
、
同
部
⑷
の
項
中
「
⑶
」
を
「
⑵
」
に
改
め
、
同
項
を
同
部
⑶
の
項
と
し
、
同
部
⑸
の

項
中
「
⑶
」
を
「
⑵
」
に
改
め
、
同
項
を
同
部
⑷
の
項
と
し
、
同
部
⑹
の
項
中
「
⑶
」
を
「
⑵
」
に
、

「
⑷
」
を
「
⑶
」
に
、
「
⑸
」
を
「
⑷
」
に
改
め
、
同
項
を
同
部
⑸
の
項
と
し
、
同
部
⑺
の
項
を
削
り
、

同
表
６
の
部
⑴
の
項
中
「
次
に
掲
げ
る
職
員
が
、
次
に
掲
げ
る
」
を
「
保
健
所
そ
の
他
医
療
関
係
の
機

関
に
お
い
て
、
エ
ッ
ク
ス
線
操
作
に
従
事
す
る
診
療
放
射
線
技
師
又
は
そ
の
助
手
が
、
当
該
」
に
改
め
、

同
項
ア
及
び
イ
を
削
り
、
同
部
⑵
の
項
中
「
都
立
病
院
、
」
及
び
「
（
⑴
に
規
定
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
削
り
、
「
、
看
護
師
」
の
下
に
「
（
准
看
護
師
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、

「
臨
床
工
学
技
士
若
し
く
は
」
を
「
臨
床
工
学
技
士
又
は
」
に
、
「
診
療
若
し
く
は
」
を
「
診
療
又

は
」
に
、
「
エ
ッ
ク
ス
線
操
作
若
し
く
は
」
を
「
エ
ッ
ク
ス
線
操
作
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
駒
込
病

院
に
所
属
す
る
看
護
師
若
し
く
は
一
般
技
能
職
員
（
看
護
の
助
手
に
当
た
る
者
に
限
る
。
）
が
、
放
射

線
治
療
病
室
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
、
患
者
の
看
護
若
し
く
は
術
処
理
補
助
業
務
若
し
く
は
汚
染
物
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の
処
理
業
務
に
従
事
し
た
と
き
」
を
削
り
、
同
表
１１
の
部
⑵
の
項
中
「
都
立
病
院
、
」
を
削
り
、
同
部

⑶
の
項
を
削
り
、
同
表
１４
の
項
中
「
都
立
病
院
、
」
を
削
り
、
同
表
１５
の
項
及
び
１６
の
項
を
削
り
、
同

表
１７
の
項
中
「
都
立
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
」
を
「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は
府
中
療
育
セ
ン
タ

ー
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
１５
の
項
と
し
、
同
表
１８
の
項
及
び
１９
の
項
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京

都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支

給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
特
殊
勤
務
手
当
で
、
施
行
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
号

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
の
三
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
「
採
用
さ
れ
た
者
」
の
下
に

「
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
中
「
職
員
が
」
を
「
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
受
け
て
い
た
職
員
」
の
下
に
「
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除

く
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
一
号

職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
東
京
都
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
ロ
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の

六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
は
、
こ
の
規
則
に
よ

る
改
正
後
の
職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
第
五
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
採
用
と
み
な
す
。

職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
二
号

職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
東
京
都
規
則
第
四
百
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
に
定
め
る
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
に
定
め
る
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
三
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
の
二
を
削
る
。

第
十
七
条
第
三
項
第
一
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
（
以
下
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
婚
姻
を
し
た
者
」
の
下
に
「
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

同
居
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
使
用
者
又
は
同
居
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
で
あ

る
と
き
。

第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
者
を
含
む
。
）
」
を
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
中
「
又
は
配
偶
者
」
を
「
、
配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相

手
方
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「親

族
を

」
を
「者

を

」
に
、

「生
年
月
日

性
別

」
を

「生
年

月
日

」
に
改
め
る
。

男女

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

別
記
第
十
号
様
式
中

「性
別

生
年
月
日

（
年
齢
）

」
を

「生
年

月
日

（
年

齢
）

」
に
改
め
る
。

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）
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別
記
第
十
六
号
様
式
()表
中

「性
別

所
得
の

種
類

」
を

「所
得
の
種
類

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
五
号
様
式
中
「離

婚
に
よ
る

」
を
「離

婚
等
に
よ
る

」
に
改
め
、
「離
婚
の

」
を
「そ

の

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
七
号
様
式
の
二
の
二
、
第
三
十
七
号
様
式
の
三
の
二
、
第
三
十
七
号
様
式
の
四
の
二
()表
、

第
三
十
七
号
様
式
の
五
の
二
及
び
第
三
十
七
号
様
式
の
七
の
二
中
「又
は
配
偶
者

」
を
「、

配
偶
者
又

は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
二
を
削
る
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
様
式

（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所

要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
四
号

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
規
則
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
、
直
系
血
族
又
は
直
系
姻
族
」
を
「
若
し
く
は
直
系
血
族
若
し
く
は
直
系
姻
族
又
は

条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
小
笠
原
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
五
号

東
京
都
小
笠
原
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
小
笠
原
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
第
二
号
中
「
父
母
、
」
を
削
り
、
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
又
は
条
例
第
十
九
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
証
明
を
受
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
（
以
下
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
子
及
び
孫
」
を
「
父
母
、
子
及
び
孫
」
に
、

「
こ
れ
ら
の
配
偶
者
」
を
「
こ
れ
ら
の
者
の
配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
に
改

め
る
。

第
五
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方

別
表
第
二
の
部
第
一
順
位
の
項
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手

方
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
六
号

東
京
都
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
東
京
都
規
則
第
百
四
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
第
一
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
若
し
く
は
条
例
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
同
条

第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中

「生
年
月
日

性
別

」
を

「生
年

月
日

」
に
改
め
る
。
男女

年
月
日

満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月
日

満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月
日

満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月
日

満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月
日

満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

別
記
第
七
号
様
式
中

「

性
別

（
○
印
）

生
年
月
日

（
年

齢
）

」
を

「生
年

月
日

（
年

齢
）

」
に
改
め
る
。

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
十

三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規

則
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を

加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
七
号

東
京
都
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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東
京
都
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
東
京
都
規
則
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
第
一
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
若
し
く
は
条
例
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
同
条

第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中

「生
年
月
日

性
別

」
を

「生
年

月
日

」
に
改
め
る
。

男女

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

年
月

日
満
（

）
歳

男女
年

月
日

満
（

）
歳

別
記
第
五
号
様
式
中

「

性
別

（
○
印
）

生
年
月
日

（
年

齢
）

「生
年

月
日

（
年

齢
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

」
を

年
月

日
（

歳
）

」
に
改
め
る
。

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

男
・
女

年
月

日
（

歳
）

年
月

日
（

歳
）

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十

二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規

則
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を

加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
労
政
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
八
号

東
京
都
労
政
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
労
政
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
東
京
都
規
則
第
四
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
及
び
附
帯
設
備
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
る
。
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第
三
条
第
二
項
中
「
又
は
使
用
券
」
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
（
附
帯
設
備
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
六
条
中
「
又
は
附
帯
設
備
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
、
附
帯
設
備
」
を
削
る
。

第
九
条
中
「
附
帯
設
備
以
外
の
」
を
削
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
及
び
附
帯
設
備
」
を
削
る
。

第
十
二
条
中
「
（
談
話
室
の
使
用
者
を
除
く
。
）
」
及
び
「
又
は
使
用
券
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
三
項
中
「
（
談
話
室
の
使
用
者
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

別
表
一
の
項
中
「
一

東
京
都
南
部
労
政
会
館
」
を
「
東
京
都
南
部
労
政
会
館
」
に
改
め
、
同
表
二

の
項
及
び
三
の
項
を
削
り
、
同
表
備
考
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
所
長

」
を
「東

京
都
労
働
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー
大
崎
事
務
所
長

」
に
、
「東

京
都

労
政
会
館

」
を
「東
京
都
南
部
労
政
会
館

」

に
、

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
り
、
「東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
所
長

」

を
「東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
大
崎
事
務
所
長

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
か
ら
第
五
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
か
ら
第
五
号
様
式
ま
で

削
除

別
記
第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
所
長

」
を

「東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
大
崎
事
務
所
長

」
に
、
「東

京
都

労
政
会
館

」
を
「東

京
都

南
部
労
政
会
館

」
に
改
め
る
。
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別
記
第
八
号
様
式
中
「印

」
を
削
り
、
「東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
所
長

」
を

「東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
大
崎
事
務
所
長

」
に
、
「東

京
都

労
政
会
館

」
を
「東

京
都

南
部
労
政
会
館

」
に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
所
長

」
を
「東

京
都
労
働
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー
大
崎
事
務
所
長

」
に
、
「東

京
都

労
政
会
館

」
を
「東

京
都
南
部
労
政
会
館

」

に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「印

」
を
削
り
、
「東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

事
務
所
長

」

を
「東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
大
崎
事
務
所
長

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
労
政
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
一
号
様
式
、
第
二
号
様
式
及
び
第
六
号
様
式
か
ら
第
十
号
様
式
ま
で
に
よ

る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訓

令

◉
東
京
都
訓
令
第
五
十
六
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所
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収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
」
及
び

「
（
以
下
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
」
及
び
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
算
出

率
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
「
額
と
し
、
」
を
「
額
（
」
に
改
め
る
。

本
則
の
次
に
次
の
附
則
を
加
え
る
。

附

則

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「
別
表
第
二
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
二
の
額
に
百
分
の

七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五

十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
」
と
す
る
。

別
表
第
一
本
庁
行
政
機
関
及
び
地
方
行
政
機
関
の
項
中
「
、
病
院
経
営
本
部
（
経
営
企
画
部
及
び
サ

ー
ビ
ス
推
進
部
に
限
る
。
）
及
び
」
を
「
及
び
」
に
、

「
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
部
長
（
企
画

調
整
部
長
及
び
広
域
監
視
部
長
を
除

く
。
）
及
び
精
度
管
理
室
長

都
立
病
院
の
部
長
（
看
護
部
長
を
除

く
。
）

」
を
「
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
部
長
（
企
画

調
整
部
長
及
び
広
域
監
視
部
長
を
除

く
。
）
及
び
精
度
管
理
室
長

」
に
、

「
、
病
院
経
営
本
部
及
び
」
を
「
及
び
」
に
、

「
住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
、
民
間
住

宅
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）

の
課
長
（
総
務
課
長
を
除
く
。
）

病
院
経
営
本
部
（
経
営
企
画
部
及
び
サ
ー

ビ
ス
推
進
部
に
限
る
。
）
の
課
長
（
総
務

課
長
を
除
く
。
）
及
び
担
当
課
長
（
職
層

名
専
門
副
参
事
の
職
に
限
る
。
）

」
を
「
住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
、
民
間
住

宅
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）

の
課
長
（
総
務
課
長
を
除
く
。
）

」
に
、

「
住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
、
民
間
住

宅
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）

の
担
当
課
長

病
院
経
営
本
部
（
経
営
企
画
部
及
び
サ
ー

ビ
ス
推
進
部
に
限
る
。
）
の
担
当
課
長

（
職
層
名
専
門
副
参
事
の
職
を
除
く
。
）
」

を
「
住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
、
民
間
住

宅
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）

の
担
当
課
長

」
に
、

「
、
保
健
所
の
保
健
対
策
課
長
」
を
「
並
び
に
保
健
所
の
保
健
対
策
課
長
」
に
、
「
（
病
院
経
営
本
部

に
つ
い
て
は
、
経
営
企
画
部
若
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
推
進
部
に
所
属
す
る
者
又
は
職
層
名
専
門
副
参
事
の

職
に
限
る
。
）
、
保
健
所
の
歯
科
保
健
担
当
課
長
」
を
「
並
び
に
保
健
所
の
歯
科
保
健
担
当
課
長
」
に
、

「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
府
中
療
育
セ

ン
タ
ー
の
事
務
次
長

神
経
病
院
の
事
務
局
次
長

都
立
病
院
の
科
長

」
を
「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
府
中
療
育
セ

ン
タ
ー
の
事
務
次
長

」
に
改

め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及

び
本
則
の
次
に
附
則
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
前
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
程
第
二
条
第
二
項

第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
別
表
第
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
」
と
す

る
。
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改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
附
則
第
一
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
程
第
二
条
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
訓
令
第
五
十
七
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
（
昭
和
五

十
四
年
東
京
都
訓
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

た
だ
し
書
中
「
非
常
勤
の
者
」
を
「
非
常
勤
職
員
」
に
、
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
及
び
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
第

五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の

職
を
占
め
る
職
員
と
み
な
す
。

規

則
（
人
）

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
イ
の
部
一
の
項
中

「東
京
都
病
院
経
営
本
部
（
都
立
病
院
を
除
く
。
）

経
営
企
画
部
長

」
を

東
京
都
中
央
卸
売
市
場

管
理
部
長

「東
京
都
中
央
卸
売
市
場

管
理
部
長

」
に
改

め
、
同
部
二
の
項
及
び
同
部
三
の
項
中

「東
京
都
病
院
経
営
本
部
（
都
立
病
院
を
除
く
。
）

」
を

東
京
都
中
央
卸
売
市
場

「東
京
都
中
央
卸
売
市
場

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
人
事
委
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員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
三
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条

の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
再
任
用
の
採
用
に
関
す
る
規
定
」

と
い
う
。
）
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
」
に
、
「
再
任
用
職
員
（
再
任
用
の
採
用
に
関

す
る
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
」
に
改

め
、
「
（
再
任
用
の
採
用
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
場
合
の
退
職
を
除
く
。
）
」

を
削
る
。

別
表
第
一
中
「再

任
用
職
員

」
を
「定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
（
以

下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
則
第
三
条
の
二
第
三
項
中
「
地
方
公
務
員
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
務

員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
令
和
三
年
改
正
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、

「
退
職
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
退
職
（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
場
合
の
退
職

を
除
く
。
）
と
す
る
」
と
す
る
。

３

改
正
後
の
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日

前
に
出
発
し
た
旅
行
及
び
同
日
前
に
退
職
し
た
者
が
同
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

規

則
（
公
）

つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
援
助
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

公
布
す
る
。

令
和
４
年
６
月
２２日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
１０号

つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
援
助
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
援
助
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１５年

１２月
１９日

東
京

都
公
安
委
員
会
規
則
第
１４号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
禁
止
に
関
す
る
規
則

第
１
条
中
「
第
５
条
の
２
第
２
項
」
を
「
第
５
条
の
２
」
に
、
「
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
援
助
」

を
「
禁
止
」
に
改
め
る
。

第
３
条
を
第
６
条
と
し
、
第
２
条
を
第
５
条
と
し
、
第
１
条
の
次
に
次
の
３
条
を
加
え
る
。

（
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
の
範
囲
）

第
２
条

条
例
第
５
条
の
２
第
１
項
第
８
号
の
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
装
置
は
、
地
理
空

間
情
報
活
用
推
進
基
本
法
（
平
成
１９年

法
律
第
６３号

）
第
２
条
第
４
項
に
規
定
す
る
衛
星
測
位
の
技

術
を
用
い
て
得
ら
れ
る
当
該
装
置
の
位
置
に
係
る
位
置
情
報
を
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ

て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と

し
て
記
録
し
、
又
は
こ
れ
を
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。

（
位
置
情
報
の
取
得
方
法
）

第
３
条

条
例
第
５
条
の
２
第
１
項
第
８
号
の
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲

げ
る
方
法
と
す
る
。

⑴
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
の
映
像
面
上
に
お
い
て
、
電
磁
的
記
録
と
し
て
記
録
さ
れ
た
位
置
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情
報
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
し
て
閲
覧
す
る
方
法

⑵
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
取
得
す
る

方
法
（
当
該
電
磁
的
記
録
を
他
の
記
録
媒
体
に
複
写
す
る
方
法
を
含
む
。
）

⑶
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
受
信
す
る
方
法
（
当
該
方
法

に
よ
り
取
得
さ
れ
た
位
置
情
報
を
他
人
の
求
め
に
応
じ
て
提
供
す
る
役
務
を
提
供
す
る
者
か
ら
当

該
役
務
を
利
用
し
て
当
該
位
置
情
報
の
提
供
を
受
け
る
方
法
を
含
む
。
）

（
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
移
動
し
得
る
状
態
に
す
る
行
為
）

第
４
条

条
例
第
５
条
の
２
第
１
項
第
９
号
の
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲

げ
る
行
為
と
す
る
。

⑴
そ
の
所
持
す
る
物
に
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
差
し
入
れ
る
こ
と
。

⑵
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
差
し
入
れ
た
物
を
交
付
す
る
こ
と
。

⑶
そ
の
移
動
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
現
に
供
さ
れ
て
い
る
道
路
交
通
法
（
昭
和
３５

年
法
律
第
１０５号

）
第
２
条
第
１
項
第
９
号
に
規
定
す
る
自
動
車
、
同
項
第
１０号

に
規
定
す
る
原

動
機
付
自
転
車
、
同
項
第
１１号

の
２
に
規
定
す
る
自
転
車
、
同
項
第
１１号

の
３
に
規
定
す
る
身
体

障
害
者
用
の
車
椅
子
又
は
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
３５年

政
令
第
２７０号

）
第
１
条
第
１
号
に

規
定
す
る
歩
行
補
助
車
（
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
所
持
す
る
物
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
位
置
情

報
記
録
・
送
信
装
置
を
取
り
付
け
、
又
は
差
し
入
れ
る
こ
と
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
令
和
４
年
１０月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。

通

達
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